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◆ポインセチア。

校長室用に、鉢植えのポインセチアを購入した

のは、2022年の秋のことです。

茎の上部の葉っぱが赤くて、下部のそれが緑色

の、冬が近づくとお花屋さんの店先に並ぶあの植

物です。クリスマスフラワーとも呼ばれていて、

もう何十年もサンタさんとはご縁がない北山も、

クリスマス気分を味わいました。

やがて、赤い葉は落ち、その後伸びてきた葉は

すべて緑色。それでも、次のクリスマスも赤い葉

っぱを眺めて楽しみたいと思い、水やりだけは続

けました。(ハイポネックスを数滴加えた水です。)

背丈が伸び、青々(←緑色)とした葉っぱが増え

てきました。子どもの成長を楽しむ親の気分。

2023年の秋。

お水をやるときには、繰り返し話しかけます。

昔、高校生の息子に対してガミガミ言っていた

ことを深く反省し、優しく話しかけます。

「キミは、いつ赤くなるんだい？」

私は、野山の広葉樹の葉が秋になれば赤くなる

のと同じように、ポインセチアの葉っぱも自動的

に赤くなるものだと思い込んでいました。

「キミは、クリスマスフラワーなんだよ。」

「そろそろ、赤くなったほうがいいと思うな。」

と、声をかけ続けましたが、待てど暮らせど葉

の色に変化はありません。

これはおかしい。調べてみました。ポインセチ

アの葉は、季節の移ろいに合わせて勝手に変色す

るのではなく、［短日処理］を施すことではじめ

て赤くなるのだそうです。

［短日処理］とは…。

ポインセチアを赤く色付かせるには、１日のう

ちに日の当たる時間を13時間以下にする必要があ

るのだそうです。８月の下旬頃から、夕方５時に

は段ボールの箱などをかぶせて暗くし、朝８時頃

から日に当てるようにします。この短日処理を行

うことによって、クリスマスまでに色付かせるこ

とができます。なるほど、そうだったのか…。

無知な自分を恥じましたが、もうどうしようも

ありません。2023年のクリスマスは、全身緑色の

ポインセチアと過ごすことにしました。

「キミなら、そのうち赤くなるよね。」

と、優しさいっぱいの声かけは続きます。

年が明けて、2024年の２月。

相変わらず週１回の水だけで生き延びているポ

インセチアが、なぜかこのタイミングで赤い葉を

生やすようになってきたのです。

「もしかして、キミ。やる気が湧いてきた？」

北海道の冬は、箱をかぶせなくとも日照時間は

短いですから、それに反応して赤くなったのかも

しれません。しかし、ポインセチアをわが子のよ

うに愛で育てる私は、

［わが子は、自らの意思で葉を赤くした。］

と、主体性が育ったものと信じています。(笑)

◆スイッチ。

世の中の多くのことには、締め切りや期限が設

定されています。学校の宿題も、ポインセチアも

同じです。それに取り組む意欲が湧くまで待って

いたら、間に合わない場合もありますね。けれど

も、［イヤイヤ］［仕方なく］［強制的な］取組は、

成長や向上につながらないこともあります。

本人が自分で、主体性をもって、

［やる気スイッチ］

(自分自身の内側から湧いてくる意欲)

をぽちっと押して、いろいろなことに自分で取り

組んでいくことがいちばんなのです。

さて、本校の卒業生。

［将来就きたい職業］について、19人全員が夢を

もっていました。なんと素晴らしいことか。

これから歩んでいく長い長い人生に、職業に限

らず、夢があるって素敵なことです。

［将来、○○になる。］

だから［中学校では、○○をがんばる。］

そして［高校に進んだら、○○に挑戦する。］

夢を叶えるための目標が定まり、目標達成に向け

て、自分でスイッチを押すことができるのです。

これからも応援しています。卒業おめでとう。

（ 校長：北 山 雅 章 ）



１１月から始まった「なわとび検定」の取組が２

月で終了しました。子供たちは、検定

カードを使いながら授業中や休み時

間などに縄跳びに取り組み、できる

技や跳べる回数を増やすことができ

ました。あきらめることなく意欲的

に取り組む姿が素晴らしかったで

す。３月１日（金）に行った朝会では、１級に合格

した児童を表彰しました。一人一人に成果があり、

子供たちも喜びや達成感を感じることができたと思

います。縄跳びは様々な場所において短時間で取り

組める良さがあります。検定の取組は終了しました

が、学校で、また家庭でも是非続けてほしいです。 

３月１日（金）、ここ数年コロナウイルス感染拡大

防止のため、オンラインで行っていた「６年生を送

る会」を久しぶりに会同して行いました。全体を取

り仕切るのは５年生。準備や司会などの運営をがん

ばりました。さ

すがは次期最

上級生です。各

学年は、学校生

活や思い出、卒

業にちなんだ

クイズや合唱、ダンス、早口言葉対決等々、それぞ

れ工夫を凝らした発表を行いました。やはり集まっ

て行うと、一人一人の表情もよくわかり、より気持

ちが伝わる会となりました。気持ちと気持ちがつな

がった一体感が素晴らしかったです。 

 ３月５日（火）、たかすぶっくクラブの皆様による

「読み聞かせスペシャル」が

ありました。対象は６年生。

今後の生き方を考えさせる内

容で、卒業を間近に控えた子

供たちに意義あるものとなりました。また、今年度

の読み聞かせは、３月１２日の回で終了となりまし

た。ぶっくクラブの皆様、１年間素敵な読み聞かせ

をありがとうございました。 

 ３月１１日（月）、小中連携事業の一環で、６年生

が中学校の授業を

体験しました。教

科は数学。算数と

の違いや数学の面

白さをわかりやす

く、そして楽しく教えていただき、子供たちは進学

や学習への意欲を高めていました。 

３月１９日（火）、鷹栖町教育委員会教育長 鷲下

正彦様、ＰＴＡ会長 大内義崇様、をはじめたくさ

んのご来賓を迎え、「第１２６回卒業証書授与式」を

挙行しました。１９名の

卒業生は、将来の夢や中

学校での抱負、家族への

感謝の言葉等を述べた

後、校長先生から卒業証

書を受け取りました（受

け取った証書は保護者へ手渡しました）。会場には、

４・５年生が臨席し、在校生を代表し、呼びかけ形

式でお別れの言葉を述べました。また、スクールバ

ンドが入退場のＢＧＭを奏で、式に花を添えました。

他の在校生はオンラインで教室から参加しました。

卒業生、在校生とも大変立派な態度で、卒業生はこ

れまでの学び、成長が感じられました。在校生は卒

業生への感謝や励ましの気持ちが感じられました。

卒業生は、これまでの成長に自信をもち、中学校で

も力一杯がんばってほしいです。「卒業おめでとう！」 

４月の行事予定 
５日（金）着任式・始業式・入学式 

（午前授業・給食無し） 
８日（月）１年生下校指導（～１０日） 職員会議 
９日（火）学力検査（２～６年） １年生給食開始 

１２日（金）全校参観日 
１５日（月）自宅確認訪問① 
１６日（火）町教研・上教研（午前授業）  

身体測定（４・５・６年） 
１７日（水）自宅確認訪問② 身体測定（１・２・３年） 
１８日（木）知能検査（２・５年） 児童会 
      全国学力・学習状況調査（６年） 
１９日（金）自宅確認訪問③ 朝会（児童会認証式） 
２２日（月）研修日 
２３日（火）１年生を迎える会 尿検査① 
２５日（木）児童会 交通安全教室 
２９日（月）昭和の日 
３０日（火）歯科健診（１～６年） 
 

 

 


